
作品の解説文

未来は天候も変動し、自然さいがいも多くなり食料不足が心配されているから、野さいや果物を自分
のキッチンで水こうさいばい とすれば、土も使わず安全でせまいスペースでも いつでも野さいが
作れるようになります。
主に さいばい できる野さいは、ミニトマト、レタス、イチゴ、豆苗、小松菜などを育てることが
できます。
他にも、れいぞう庫に AI カメラをせっちし、中にある材料で作れる料理を教えてくれたり、子どもが
きらいな野さいをどうやったら好きになってくれるかを AI が教えてくれるし、ロボットが料理を
手伝ってくれてリラックスできます。
わたしはこのキッチンで、お母さんたちが楽になったり、子どもたちが きらいな食べ物が
なくなったりしてほしい。
そうしたら食料が むだに ならないからです。
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